


平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

　
平
成
27
年
第
3
回
定
例
会
は
、
9
月
7
日（
月
）か
ら
29
日（
火
）ま
で
、
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
、
補

正
予
算
、決
算
認
定
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
の
様
子
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

一般会計決算の状況一般会計決算の状況一般会計決算の状況

特別会計決算の状況

おもな事業おもな事業おもな事業
収入（入った金額）

支出（使った金額）

繰越金（翌年度へ繰り越した金額）

実質収支（残った金額）

3億9,112万円

12億7,576万円

251億5,349万円

268億2,036万円

一般会計歳出総額  251億5,349万円を認定一般会計歳出総額  251億5,349万円を認定一般会計歳出総額  251億5,349万円を認定
賛成１８人・反対２人〔起立採決により認定〕賛成１８人・反対２人〔起立採決により認定〕

　歳
入
で
は
、前
年
度
対
比
0
・
1
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。市
税
で
は
、

調
定
額
が
前
年
度
対
比
0
・
9
％
の
減
で
あ
る
が
、収
入
済
額
で
0
・
8
％
、

収
納
率
で
は
1
・
56
％
の
引
き
上
げ
を
実
現
し
た
。ま
た
、市
債
で
は
、発
行

額
を
必
要
最
低
限
に
と
ど
め
、将
来
に
向
か
っ
て
健
全
な
財
政
運
営
を
可
能

と
す
る
姿
勢
は
評
価
す
る
。

　歳
出
で
は
、増
加
す
る
社
会
保
障
関
係
経
費
に
的
確
に
対
応
し
、塩
崎
駅

周
辺
整
備
事
業
や
幹
線
道
路
整
備
事
業
、屋
内
運
動
場
つ
り
天
井
改
修
工
事

な
ど
、安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
に
も
対
応
し
、選
択
と
重
点
的

な
予
算
配
分
に
よ
り
市
民
生
活
に
直
接
係
る
事
業
に
対
し
て
、最
大
限
の
配

慮
を
し
た
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　平成27年6月29日～30日、7月22日～8月3日の期間、審査した。
①市税の収納状況を見ると、収入金額は8,542,323千円で、全体の収納率は1.56ポイン    
　ト上昇している。今後も自主財源の確保に向けて、一層の収納対策の強化に努められたい。
②将来の財政負担となる市債残高は、一般会計、特別会計を合わせて約429億円であり、前
　年度に比べて約9億円減少している。
③財政構造の弾力性を示す経常収支比率は84.9％で、前年度に比べ1.7ポイント上昇して
　いる。本市の場合、臨時財政対策債の発行を抑制していることから、仮に発行可能額まで借
　り入れた場合は、81.0％となる。しかしながら、財政運営の分析の指標のとして、今後も注
　視願いたい。
④水道事業においては、耐震化など改良工事の効率的な施設整備計画や、実現可能な財政
　収支計画の策定について、適切な検討を望む。
⑤本市においては塩崎駅周辺整備事業や橋梁の長寿命化などに加えて、老朽化した公共施
　設の更新、さらには急増する社会保障や少子化対策など、直面する事業が数多くあり、多額
　の財源が必要となることが想定される。こうした大きく変わる社会構造の現状を踏まえ、変
　化に対応した事業の取捨選択と整理統合を進め、計画的な事業の推進により健全財政を
　維持し、市民福祉の向上に一層努力されたい。

反
対
討
論

五
味
武
彦 

議
員

　歳
入
で
は
、住
民
税
均
等
割
の
復
興
増
税
5
0
0
円
と
森
林
環
境
税

5
0
0
円
の
増
税
が
市
民
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。昨
年
値
上
げ
を
し
た
学

校
給
食
費
が
対
前
年
度
比
1
、8
3
0
万
円
の
増
、や
す
ら
ぎ
聖
苑
の
使
用

料
引
き
上
げ
、公
営
賭
博
の
売
上
金
の
一
部
を
地
域
振
興
基
金
に
取
り
入
れ

て
い
る
の
も
納
得
で
き
な
い
。

　歳
出
で
は
、耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
改
善
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
容
認
を
反
対
し
、農
業
や
商
業
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
る
よ
う
切
望
す
る
。住
宅
扶
助
費
な
ど
生
活
保
護
費
の
減
額

は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。全
て
の
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
と
第
3
次
行

政
改
革
も
市
民
の
負
担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
基
本
に
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。

樋
泉
明
広 

議
員

討論
の末
討論
の末
討論
の末

賛
成
討
論

●保育園建替事業 7億2,497万円

●塩崎駅周辺整備事業 4億2,511万円

●市営住宅整備事業 2億7,132万円

●小・中学校施設整備 1億4,998万円

一般会計決算額 収入268億2,036万円 支出 251億5,349万円

市民一人あたりの支出
9万円

33万7,744円（対前年度比△5,776円）33万7,744円（対前年度比△5,776円）
人口74,475人（平成27年3月末現在）

平成26年度予算はこのように使われました
　平成26年度一般会計決算額を市民一人あたりでみた場合、市民のみなさんが負担した市税（市民税・固定資産税など）は11万
4,711円で、市民のみなさんのために使われた予算は33万7,744円になりました。この差額は、地方交付税をはじめ国・県支出金な
どで補われています。

支出を市民一人あたりに換算すると （　）は対前年比 　　は支出の割合

会 計 名
国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介 護サービス

住宅新築資金等貸付事業

簡 易 水 道 事 業79億1,369万円
5億5,219万円
42億2,154万円

1,686万円
251万円

9,448万円76億2,030万円
5億5,114万円
41億5,675万円

1,541万円
234万円

9,363万円
地域し尿処理施設
農業集落排水事業
下 水 道 事 業
合併浄化槽事業

1,565万円
1,121万円

21億8,077万円
2,009万円

1,513万円
1,103万円

21億7,676万円
2,007万円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 会 計 名

水道事業会計決算の状況

収益的収支 9億3,765万円 10億5,209万円
1億1,528万円 8億4,639万円資本的収支

収 入 総 額 支 出 総 額

歳 入 総 額 歳 出 総 額

事業の取捨選択と整理統合を進め、
　　　　　　　 健全財政の維持を望む
甲斐市代表監査委員   田 中 寿 雄　　甲斐市監査委員   望 月 寛 一　　甲斐市監査委員   藤 原 正 夫

決算審査意見決算審査意見

平成
26年度

　不足額について、収益的収支では、新会計制度への移行
によるものであり、資本的収支では、建設改良積立金など
で補てん。

 

 
 

 

福祉・社会保障などに
124,245円

（8,839円）

37%

道路・駅周辺整備などに
36,855円
（△3,955円）

11%

公債費（借入金の返済）に
36,835円
（1,011円）

11%

教育費などに
36,496円
（△3,652円）

11%

その他のサービスなどに
32,699円
（3,120円）

10%
保健や環境衛生などに

28,115円
（960円）

8%

基金（預金）積み立てに
18,984円
（△10,098円）

5%

消防・防災対策などに
12,224円
（△266円）

4%

農業・商工・観光振興などに
8,364円
（△1,778円）

2%

議会運営に
2,927円
（43円）

1%
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植花作業をするボランティア団体

決算審査特別委員会レポート 決算審査特別委員会レポート

平
成
26
年
度
決
算

平
成
26
年
度
決
算

決
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　平
成
26
年
度
の
決
算
審
査
は
、委
員
19
人
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、9
月
16
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
の
延
べ
5
日
間
、審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑

の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

歳入

Q.A.
市
民
税
が
増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

市
民
税
の
個
人
分
に
つ
い
て
、事
業
所
に
対
し

て
従
業
員
の
特
別
徴
収
へ
の
移
行
を
推
進
し

た
こ
と
に
よ
り
、特
別
徴
収
が
2
、6
0
0
人

増
え
た
こ
と
で
増
額
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Q.A.
地
域
振
興
基
金
繰
入
金
の
内
訳
は
。

競
輪
や
競
艇
等
の
場
外
車
券
場
地
元
対
策
費

な
ど
を
基
金
に
積
み
立
て
て
お
り
、そ
の
基
金

か
ら
の
繰
入
金
で
あ
る
。

Q.A.
学
校
給
食
費
が
前
年
度
と
比
較
し

て
ど
う
か
。

料
金
の
見
直
し
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
５
％

増
え
て
い
る
。

歳出

Q.A.
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の

内
容
は
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
全
パ
ソ
コ
ン

を
制
御
し
て
い
る
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
外
部
か
ら
の
出
入
口
に
は
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
の
外
部
媒
体
な
ど

を
使
用
す
る
際
に
ウ
イ
ル
ス
チ
ェッ
ク
を
し
て

お
り
、3
段
階
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

Q.A.
消
防
団
の
出
動
及
び
活
動
回
数

と
女
性
団
員
の
人
数
は
。

火
災
30
回
、火
災
予
防
92
回
、点
検
や
出
初
式

1
2
1
回
、訓
練
大
会
15
回
、そ
の
他
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
も
活
動
し
て
い
る
。女
性
団
員
は
28

人
で
あ
る
。

Q.
市
長
へ
の
手
紙
の
件
数
と
採
用
状
況
は
。

A.
件
数
は
58
件
で
あ
る
。採
用
や
改
善
さ
れ
た

件
数
は
10
件
で
あ
る
。内
容
は
、子
ど
も
ク
ラ

ブ
の
球
技
大
会
の
競
技
方
法
、温
泉
施
設
の
脱

衣
か
ご
置
き
場
の
設
置
、介
護
予
防
教
室
の

送
迎
な
ど
で
あ
る
。

Q.A.
第
2
次
行
政
改
革（
平
成
22
年

度
〜
27
年
度
）の
目
標
額
と
効

果
額
は
。

目
標
額
は
、3
億
8
、5
4
5
万
8
千
円
で
あ

り
、平
成
26
年
度
ま
で
の
効
果
額
は
6
億
6
、

9
1
1
万
5
千
円
で
あ
る
。

Q.A.
学
校
評
議
員
の
人
数
、男
女
比
、

年
齢
層
は
。

各
小
中
学
校
長
に
推
薦
を
依
頼
し
て
お
り
、

1
校
当
た
り
に
4
人
か
ら
6
人
で
合
計
78

人
で
あ
る
。
男
性
50
人
、女
性
28
人
で
あ

る
。年
齢
層
は
50
歳
代
か
ら
60
歳
代
が
60
％

で
あ
る
。

Q.A.
学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
状
況

と
放
射
線
検
査
の
状
況
は
。

米
、ア
ス
パ
ラ
や
赤
坂
と
ま
と
な
ど
の
野
菜
類
、

ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
、豚
肉
な
ど
畜
産
物
等
、

県
内
産
を
52・9
％
取
り
入
れ
て
い
る
。放
射

線
検
査
に
つ
い
て
は
、月
1
回
行
っ
て
い
る
。

Q.A.
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
と

受
給
者
率
は
。

対
象
者
1
万
2
、2
0
6
人
に
通
知
を
行
い
、

受
給
者
は
1
万
9
1
3
人
の
89
％
で
あ
る
。

Q.A.
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
減
っ
て
い

る
が
周
知
方
法
は
。

高
齢
者
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
、民
生
委
員
協
議

会
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
情
報
交
換
会
の

際
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

Q.A.
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金（
2
億

4
千
万
円
）の
未
就
学
児
と
小

学
生
の
内
訳
は
。

未
就
学
児
が
4
、8
2
8
人
で
6
万
9
、

7
9
9
件
、小
学
生
が
3
、9
2
2
人
で
7

万
3
、5
0
3
件
の
合
計
8
、7
6
0
人
、

14
万
3
、3
0
2
件
で
あ
る
。

Q.A.
総
合
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
者
数
は
。

総
合
健
診
の
基
本
健
診
が
2
、9
1
7
人
、人

間
ド
ッ
ク
が
3
、6
4
9
人
で
あ
る
。

Q.A.
生
ご
み
と
燃
え
る
ご
み
の
分
別

す
る
市
民
の
意
識
改
革
は
。

食
品
残
さ
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、自
治
会

長
会
議
や
女
性
団
体
連
絡
会
な
ど
に
出
向

き
周
知
し
て
い
る
。今
後
は
、山
梨
大
学
と

連
携
し
て
調
査
研
究
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q.A.
有
害
鳥
獣
捕
獲
数
と
農
作
物
な

ど
の
被
害
額
は
。

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
1
5
0
頭
管
理
捕

獲
し
て
い
る
。ま
た
、有
害
鳥
獣
と
し
て
、熊

1
頭
、カ
ラ
ス
や
サ
ル
な
ど
を
捕
獲
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
農
作
物
の
被
害
に
つ
い

て
は
、4
2
3
ｋ
ｇ
で
19
万
6
、7
0
0
円
で

あ
る
。

Q.A.
竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
の
事

業
の
精
査
、
検
証
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
の
独
自
の
魅
力
と
し
て
市
内
外
に
広
が

り
効
果
は
表
れ
て
い
る
。今
後
は
、経
費
の

見
直
し
や
新
た
な
事
業
を
検
討
し
、駅
前

の
活
性
化
に
向
け
、協
議
会
で
検
討
し
て

い
く
。

Q.A.
自
治
会
か
ら
の
道
路
、
水
路
改

修
の
要
望
と
進
捗
状
況
は
。

自
治
会
か
ら
3
1
3
件
の
要
望
が
あ
り

1
6
9
件
対
応
し
た
。残
り
の
件
数
に
つ
い
て

は
、順
次
対
応
し
て
い
く
。

Q.A.
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

維
持
管
理
し
て
い
る
花
壇
数
と

今
後
の
対
応
は
。

市
内
に
花
壇
が
1
2
6
か
所
あ
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
75
団
体
で
1
1
2
か
所
、残
り

は
委
託
し
て
い
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に

よ
り
、今
後
新
た
な
団
体
、担
い
手
を
増
や
し

て
い
く
。
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定例会̶委員会レポート 定例会̶補正予算

　今定例会における各常任委員会・全員協議会での
議案審査の質疑を抜粋してお伝えします。委員会レポート委員会レポート

建設経済常任委員会　9月10日開催

厚生環境常任委員会　9月10日開催

水路の合流地点が鋭角でゴミが詰りやすい
ので指導が必要では。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

市道路線認定の件　2路線

図面等をチェックし、このようなことがないように
指導する。

全員協議会　9月29日開催

総合戦略事業（バイオマス発電・
　熱エネルギー事業）3,000万円増
検討委員会に参加する学識経験者はどんな方か。Q.

A.
Q.
A.
Q.
A. 大学教授や専門機関の研究員など国と協議し
て選定する。人数は、3人程度を予定している。

事業を具体化するための調査委託か。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A. 市内で熱利用できるエリアや熱需要を調査し、
事業展開にあたり、事業量や事業資金などを
検証していくための調査委託である。

事業費は国からモデル事業として割り当てられた
金額か。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A. 国の応募内容を踏まえ、事業経費を積算して、
市から国へ要求した金額である。

国に申請したバイオマス産業都市構想の認定を
受けてないが事業を進めるのか。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A. 7月に策定した甲斐市バイオマス産業都市構
想を農林水産省に申請しており、11月の認定を
待っている状況である。今回は、策定済みの構
想の中のバイオマス発電・熱エネルギー事業に
ついて、全額国の負担により総務省のモデル事
業として採択を受けて調査を行うものである。

中学生2,246人が年間何回、一人当たりどの
位の医療費を試算しているのか。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

こども医療費助成事業　670万円増

年間で1万8,830件、１人当たり2,400円で試算
した。今回の増額は、1月の受診分を3月に支払
うので、1か月分の計上である。

総務教育常任委員会　9月11日開催

防犯灯をＬＥＤ化する数と工事着工の時期は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

防犯対策推進事業　100万円

取替対象は7,000灯であり、工事は11月下旬を
予定している。 「安全保障関連法案」の今国会における

慎重な審議を求める請願書
　もっと時間をかけて国民に理解を求めるため必
要、慎重審議を求める請願なので採択の意見があ
りました。
　また、国では慎重審議をしており、海外や紛争に自
衛隊を派遣した際とあるがありえないなど、文面中の
内容に納得できないため不採択の意見がありました。
　起立採決の結果、採択となりました。なお、本会
議の結果については10・11頁をご覧ください。

母子寮に入所する対象者と今後の該当者の
状況は。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

助産、母子生活支援事業　400万円増

母と子ども2人の1世帯である。子どもがいる世
帯のＤＶについては、19件の相談があった。

一般会計を5,945万円増額一般会計を5,945万円増額

一般会計補正予算（第3号）3,000万円増額

一般会計補正予算（第2号）2,945万円増額 
○ おもな歳入（財源）

　ふるさと応援寄附金や財政調整基金繰入金などを財源に、
ふるさと応援寄附金の贈呈品やこども医療費無料化を中学
３年生まで拡大するなどの補正予算が提出され、9月15日
に全会一致で可決しました。

寄 附 金

繰 入 金

国 ・ 県 支 出 金 407万円

738万円

1,800万円

○ おもな歳出（使いみち）

○ おもな歳入（財源）

総 務 費

民 生 費

1,570万円

1,167万円

148万円

60万円

平成
27年度

９月
補正予算

企画管理費（ふるさと応援寄附金に伴う贈呈
品）、防犯対策推進事業（防犯灯のLED化）、市税
還付金（修正申告による還付金）、住基印鑑登録
事務費（個人番号カード経費）

こども医療費助成事業（無料化を中学３年生
まで拡大）、助産・母子生活支援事業（母子
寮入所者の措置費）

教 育 費 中学校費（貸切バスの運賃及び料金制度の
一部改正による）

消 防 費

国庫支出金 総 務 費3,000万円 3,000万円総合戦略事業
（分散型エネルギーマスタープラン策定委託金）

災害対策整備事業（県地震防災訓練経費）

補正後の予算総額は、237億9,242万円

　国庫支出金を財源に、バイオマス産業都市構想の重点プロジェクトである発電事業と熱エネルギー
事業の具体的な事業展開に向けた基礎調査、事業検証する増額補正が提出され、9月29日に全会一致
で可決しました。

○ おもな歳出（使いみち）

ＬＥＤ化を進める防犯灯
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マイナンバー関連法による個人情報保護条例・
手数料条例の改正
マイナンバー関連法による個人情報保護条例・
手数料条例の改正

市民温泉入浴料の増額による
　　　　　　　　  市民温泉条例の改正
市民温泉入浴料の増額による
　　　　　　　　  市民温泉条例の改正

市の方針：個人情報保護条例の改正は、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法 
律（番号法）の施行に伴い、特定個人情報の適正な取り扱いを確保するためである。また手数料条例の
改正は、通知カード及び個人番号カードの再交付手数料を徴収するためである。

市の方針：こども医療費については、来年１月から中学生まで医療費助成の対象を拡大する。助成方法は、後の世代 
の負担まで考慮して、わが子、わが孫へと存続する甲斐市を責任をもって引き継いでいくことを念頭に、
一旦は窓口負担をお願いする償還払いとする。

 また、重度障がい児医療費については、対象となる制度の優先度の違いから、自動還付方式となっている 
が、窓口無料化となっている健常児との不均衡の是正のため、来年１月から市単独事業として、小学生ま
での窓口無料化を実施する。

市の方針：燃料費、電気料の高騰に伴い、厳しい経営状況にある市民温泉の収入を確保し、温泉利用料について、 
現下の料金水準に鑑み、概ね一律で3割の増額をする。

定例会̶条例改正 定例会̶条例改正

委員会での審査

委員会での審査

Q.マイナンバーについて、市民や事業者の認知度が遅れ 
 ているが、準備状況は。
A.市ホームページや市広報誌に掲載し、事業者には、県
　や市商工会で説明会を開催している。
Q.個人情報をどのように保護するのか。
A.システムにアクセス可能な職員を制限し、取扱い責任
　者を明確にして、通信する場合は暗号化、符号等を用
　いて、個人情報が漏えいしないよう万全な体制を築く。

Q.個人番号カードの有効期限の5年と10年の違いは。
A.20歳未満が5年、20歳以上が10年である。
Q.個人番号カードを紛失した場合は。
A.コールセンターに連絡すると、一時停止する。見かった
　場合は解除する。見つからない場合は再発行するが、
　即日交付できず、手数料がかかる。 

委員会での審査
Q.中学生でありながら対象年齢（12歳～15歳）を超え
　ている生徒は対象とならないのか。
A.本条例では、中学生を年齢で定義しているため、対象
　とならない。
Q.還付の猶予は2年であるが、中学卒業後でも給付は可
　能か。また、未申請者には通知などするのか。
A.2年以内であれば対象となる。また、保護者の申請に
　よるものであり、督促はしない。
Q.1月から実施するが、どのように市民に周知するのか。
A.通知等を作成し、中学生の世帯へ、中学校を通じて

　配布または郵送する。また市ホームページ、広報誌へも
　掲載して周知する。
Q.窓口無料化と償還払いにした場合の費用比較は。
A.中学生を窓口無料化した場合は2割増。償還払いは
　5％増と試算した。比較すると約1千万円の差が出る。
Q.窓口無料化による国のペナルティが見直しされた場合
　の対応と国の動向は。
A.国の動向を見ながら検討していく。国では、研究会とし
　て、来年夏までには結論を出す。

Q. 値上げをすれば利用者が減るのではないか。
A.年間で約1割の減少を見込んでいる。
Q. 値上げを3割に設定した根拠は。
A. 利用者の減少を見込み 3割に値上げすると、900万円
　の増額が見込まれ、昨年度の赤字補てん分が補える
　と判断した。

Q. 指定管理者は、27年度が最終年度となるが、今後も、
　 同じように5年間で行うのか。
A. 建築年数が経過しており、機械の故障等を踏まえ、
　 ３期目は3年とする。
Q. 指定管理者のサービスの状況は。
A. アンケート調査結果では、概ね良好なサービスが提
　 供できている。

可決
こども医療費助成年齢拡大・
心身障がい者医療費助成方法の改正 可決

可決

現 行

改定後は

現 行

改正後は

市 内 市 外

小学生未満 小学生～中学生 高校生～67歳 68歳以上
身体障害者
手帳持参者 小学生以下 中学生以上

身体障害者
手帳持参者

無料 150円 300円 150円 150円 300円 600円 150円

無料 200円 400円 200円 200円 400円 800円 200円

平成28年4月1日から

平成28年1月1日から
小学生まで窓口無料 ⇒ 中学生まで無料化（中学生は　償還払い）
障がい者は　自動還付 ⇒ 小学生までの障がい児は窓口無料

平成28年1月1日から
小学生まで窓口無料 ⇒ 中学生まで無料化（中学生は　償還払い）
障がい者は　自動還付 ⇒ 小学生までの障がい児は窓口無料※2

※1

※2

※1

※1償還払いとは、受診の際に窓口で自己負担額を支払い、その後、市に申請を行い、支払った費用の償還（払い戻し）を受ける。
※2自動還付とは、受診の際に窓口で自己負担額を支払い、約3ヵ月後に、受給者の事前登録口座に振り込まれる。

助成制度 0歳～12歳 13歳～15歳 16歳～18歳

助成制度 0歳～12歳 13歳～15歳 16歳～18歳

こども医療 窓口無料

窓口無料

̶ ̶

̶

重度医療

こども医療

重度医療

自動還付 自動還付 自動還付

自動還付

償還払い

自動還付
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定例会̶議案審査結果 定例会̶委員会提出議案・請願

　近年の男女共同参画の状況下において、市議会においても男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、出産
で会議を欠席する場合において、欠席の届出の規定を明確にしました。
　　　　　議会運営委員会委員長　山本今朝雄
　　　　　第2条（本会議）及び第91条（委員会）に次の1項を加える。
　　　　　議員（委員）は、出産のため出席できないときは、日数を定めて、あらかじめ議長（委員長）に欠席届を提出　
　　　　　することができる。

可決

議会運営委員会  提出議案
議会会議規則の一部改正 （全会一致）

任期満了（平成27年11月2日）に伴い、古屋秀雄氏（龍地）の選任（再任）に対し同意しました。

定例会人事
公平委員会委員

表彰の伝達

市議会議員勤続10年表彰
三浦進吾議員

※市議会議員の勤続年数は旧町議の勤続年数の2分の1を加算しています。

◆全国市議会議長会（6月17日）

定例会初日（9月7日）に議員表彰の伝達式を行ないました

　　　　　平和・民主・革新の日本をめざす甲斐市の会 事務局長 中野一彦、竜王健康友の会９条の会 事務局長 箕 
 浦正安、新日本婦人の会甲斐支部 会長 戸田美穂、年金者組合甲斐支部 会長 小沼俊彦
　　　　　樋泉明広、松井豊

請願審査の結果
「戦争法案」に反対する意見書提出を求める請願書→不採択（起立少数）
請 願 者

提 出 者
改正内容

紹介議員

 竜王健康友の会 会長 望月優、介護老人保健施設あさひホーム 施設長・医師 城所佑吉、小田切博
 樋泉明広、松井豊
 ※この請願については、国会において審議が終了したことから、請願者より取下げの申し出があり、本会 
 　議で承認されました。

「安全保障関連法案」の今国会における慎重な審議を求める
請願書取下げの件→承認（全会一致）
請 願 者
紹介議員

平成27年 第３回 平成２７年９月１5日、29日平成27年 第３回

議案番号 議 案 名

定例会議案審議結果定例会議案審議結果

■全会一致の議案

■賛否のあった議案
平成２７年９月１5日、29日

賛成賛  ･･･ 反対反  ･･･

議 5 1 号

議 5 2号

認 1 号

認 ３ 号

認 ４ 号

甲斐市個人情報保護条例の一部改正の件

甲斐市手数料条例の一部改正の件

平成26年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件

平成26年度甲斐市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定の件

平成26年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定の件

創政甲斐クラブ 新政クラブ 颯新クラブ 公明党
日本共産
党甲斐市
議 団

議決
結果

会 派 名

議席番号 3 9 10 11 14 15 16 17 18 2 4 5 19 20 6 8 13 7 22 1 21

議 員 名

9/15
可決

9/29
認定

9/29
不採
択

保
坂
芳
子

金
丸
幸
司

樋
泉
明
広

松
井

　豊

有
泉
庸
一
郎

清
水
正
二

小
澤
重
則

池
神
哲
子

小
浦
宗
光

赤
澤

　厚

金
丸

　寛

滝
川
美
幸

藤
原
正
夫

内
藤
久
歳

山
本
英
俊

三
浦
進
吾

長
谷
部 

集

山
本 

今
朝
雄

米
山

　昇

斉
藤
芳
夫

五
味
武
彦

議
長

※有泉庸一郎議長を除く。

区
分

条
例

決
算

請
願

※議案番号：議＝議案、認＝認定、請＝請願、同＝同意、発＝発議

区 分 議案番号 議 案 名 議決結果

条例等

補正予算

決 算

請 願

人 事

発 議

議 5 0 号 甲斐市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の制定の件

9/15可決

9/15可決

9/29可決

9/29認定

9/29承認

9/29同意

9/29可決

議 5 3 号

議 5 4 号

議 5 6 号

議 5 7 号

議 5 5 号 平成27年度甲斐市一般会計補正予算（第2号）

議 5 8 号 平成27年度甲斐市一般会計補正予算（第3号）

認 2 号 平成26年度甲斐市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件

認 5 号 平成26年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出決算認定の件

認 6 号 平成26年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認 7 号 平成26年度甲斐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認 8 号 平成26年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計歳入歳出決算認定の件

認 9 号 平成26年度甲斐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認 1 0 号 平成26年度甲斐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認 1 1 号 平成26年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件

認 1 2 号 平成26年度甲斐市水道事業会計決算認定の件

請27-3号 「安全保障関連法案」の今国会における慎重な審議を求める請願書取消しの件

同 3 号 公平委員会委員の選任の件

発 1 号 甲斐市議会会議規則の一部改正の件

市道路線認定の件

甲斐市民温泉条例の一部改正の件

甲斐市こども医療費助成金支給条例の一部改正の件

甲斐市重度心身障がい者医療費助成条例の一部改正の件

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 反 反反

反 反

反 反

反 反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛 賛反反 反

請27-2号「戦争法案」に反対する意見書提出を求める請願書 賛 賛 反 反反 反反反反反反反反反反反反反反 反

賛 賛
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第３回定例会の様子

一般質問 ここが聞きたい!!
　一般質問は、議員が議案とは関係なく、行政全般にわたり市長の考え方や市政の執行状況
について説明を求めたり所見を問いただすものです。
　なお、議会ホームページで、一般質問の録画中継を配信しています。

米山昇  議員 ページ13
①こども医療費の無料化について
②市道の整備について

樋泉明広 議員 ページ15
①図書館事業等について
②農業問題について

松井豊 議員 ページ15
①医療・福祉・介護の充実を
②第３次甲斐市行政改革大綱について

長谷部集 議員 ページ16
①減災対策の推進について

金丸幸司 議員 ページ16
①避難準備情報などの早期発令について

赤澤厚 議員 ページ17
①広域行政事業について

五味武彦 議員 ページ13
①一般介護予防事業について
②広告事業について

三浦進吾 議員 ページ14
①公共施設における電気自動車（ＥＶ）充電施設について
②甲斐市における工場火災の対応について
③楽しみながら心と体の健康づくりについて

清水正二 議員 ページ14
①温泉施設の指定管理者制度の検証について
②竜王保健福祉センターの活用について

創政甲斐クラブ　五味武彦 議員

一般介護予防事業の介護支援ボランティアポイントとは
市長▶高齢者が社会参加することで自身の介護予防に繋がる

来
年
度
か
ら
実
施
の

一
般
介
護
予
防
事
業
の
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
と
は
。

高
齢
者
が
施
設
等

で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
交
付
金
等
を
お

渡
し
す
る
制
度
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資

格
や
募
集
、
活
動
先
な
ど
は
。

　
　
　
　
65
歳
以

上
の
介
護
保
険
第
一
号
被
保
険

者
が
対
象
で
来
年
４
月
か
ら
募

集
開
始
す
る
。
受
入
施
設
と

し
て
市
に
登
録
し
た
場
所
で
レ

ク
レ
ー
シ
ョン
等
の
補
助
や
入
所

者
、
利
用
者
の
話
し
相
手
、

配
膳
補
助
、
慰
問
活
動
が
対

象
。
手
帳
を
発
行
し
、
一
時
間

の
活
動
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

年
間
で
集
計
す
る
。

敬
老
福
祉
大
会
が
昨

年
で
終
了
、
市
民
の
理
解
は
。

高
齢
者
増
加
に
伴

い
、
一
堂
に
集
め
て
の
開
催
が
困

難
に
な
っ
た
。
関
係
機
関
に
も

経
緯
を
説
明
し
た
。
今
後
は
、

各
地
区
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

を
充
実
さ
せ
、
全
自
治
会
で
の

設
立
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

 

　
　今
年
度

か
ら
助
成
金
増
や
新
メ
ニュ
ー
を

企
画
し
て
お
り
、
新
規
に
５
地
区

が
誕
生
し
た
。
昨
年
の
参
加
者

総
数
は
１
万
１
千
人
強
で
あ
る
。

広
告
事
業
収
入
増
、

広
告
代
理
店
へ
の
委
託
の
考
え
は
。

広
告
掲
載
が
可
能

な
各
種
媒
体
を
調
査
し
、
可

能
な
も
の
は
順
次
導
入
す
る
。

ま
た
、
広
告
代
理
店
の
委
託

は
、
可
能
性
や
費
用
対
効
果

を
勘
案
し
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

創政甲斐クラブ　米山昇 議員

中学生の医療費無料化、償還払いとする理由は
市長　持続可能な制度とするため、償還払い方式とした▶

平
成
28
年
１
月
診

療
分
か
ら
中
学
生
ま
で
医
療
費

が
無
料
化
さ
れ
る
が
、
中
学
生

に
つ
い
て
は
窓
口
無
料
で
は
な

く
償
還
払
い
と
す
る
理
由
は
。

窓
口
無
料
化
だ
と
市

の
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
の
補

助
金
が
減
額
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
今

般
の
対
象
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た

め
、
償
還
払
い
方
式
と
し
た
。

償
還
払
い
方
式
と

す
る
な
ら
対
象
年
齢
を
高
校

生
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

今
後
、
高
校
生
ま

で
年
齢
拡
大
す
る
場
合
の
効
果

や
目
的
、
ま
た
そ
の
担
い
手
と

な
る
べ
き
国
・
県
の
動
向
な
ど

も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

全
体
の
工
事
内
容
は

山
梨
県
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
北
側
交
差

点
か
ら
北
進
約
４
０
０ｍ
先
の

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ま
で
の
区
間

で
、
歩
道
の
新
設
を
含
め
た
拡

幅
工
事
で
あ
り
、
整
備
期
間
は

５
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

工
期
を
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
国
庫
補
助

金
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
勘
案
し

て
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

竜
王
駅
周
辺
の
循

環
道
路
及
び
竜
王
駅
北
口
か

ら
赤
坂
台
や
双
葉
方
面
へ
の

連
絡
道
路
の
整
備
計
画
は
。

循
環
道
路
の一部「
竜

王
駅
裏
通
り
線
」
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
金
及
び
市
の
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
竜
王
駅
北
口
か
ら

赤
坂
台
や
双
葉
方
面
へ
の
連
絡

道
路
に
つ
い
て
は
、
整
備
の
適
否

や
時
期
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長
▼
５
年
間
で
約
３
百

万
円
で
あ
る

五 

味

五 

味
五 

味

五 

味
五 

味
市
長

市
長

　
　
　

福
祉
健
康
部
長

福
祉
健
康
部
長

市
長

市
長
▼
本
年
10
月
に
測
量

設
計
業
務
委
託
を
発
注
す

る
予
定
で
あ
る

市
道
新
町
本
線
の

  

工
事
執
行
状
況
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

広
告
収
入
の
実
績
は

1月から中学生の医療費無料化始まる

敷島荘での介護の様子

一般質問

市
長

市
長

　
　
　
　

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

市
長

市
長

米 

山

米 

山
米 

山
米 

山

米 

山
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颯新クラブ　清水正二 議員

温泉施設の指定管理者制度の検証は
市長▶平成３０年までに市民温泉の在り方を検討していく

温
泉
施
設
の
検
証

と
今
後
の
方
針
は
。

平
成
24
年
以
降
燃
料

費
及
び
電
気
料
の
高
騰
に
よ
り

赤
字
収
支
と
な
っ
て
い
る
が
、
外

的
要
因
を
除
け
ば
概
ね
成
果
は

得
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
高
額

修
繕
が
突
発
的
に
発
生
す
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
市
職
員
で
構
成
し

た
研
究
会
の
検
討
結
果
で
あ
る

「
基
本
的
に
は
３
施
設
と
も
相
当

な
周
知
期
間
と
以
降
の
準
備
期

間
を
経
て
廃
止
す
る
」
と
の
内

容
を
総
務
教
育
常
任
委
員
会
で

も
説
明
し
た
。
平
成
30
年
ま
で

の
３
年
間
に
市
民
温
泉
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
鋭
意
、
検
討
し

て
い
く
。

設
置
目
的
以
外
の

利
用
、
例
え
ば
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
利
用
は

可
能
か
、
ま
た
条
例
等
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

甲
斐
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
条
例
で
は
、
一
般
利
用
が

で
き
る
施
設
は
、
敷
島
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
健
康
増
進
歩
行

浴
プ
ー
ル
及
び
健
康
増
進
軽
運

動
室
と
双
葉
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
、
栄
養

指
導
室
、
集
団
指
導
室
及
び
和

室
と
な
っ
て
い
る
。
竜
王
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
一
般
利
用
が
で
き

る
運
営
体
制
に
は
な
って
い
な
い
。

条
例
改
正
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
広
く
一
般
的
に
市
民
が

使
え
る
場
と
し
て
利
用
を
望
む
。

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
基

本
的
に
は
保
健
事
業
及
び
福

祉
事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
く
が
、
更
な
る
活
用

方
法
も
検
討
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

創政甲斐クラブ　三浦進吾 議員

県内における電気自動車充電施設の設備状況は
市長▶県内に38施設あり市内には４施設に設置している

市
内
の
４
施
設
は
。

赤
坂
台
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
敷
地
、
甲

府
バ
イ
パ
ス
の
関
東
三
菱
自
動

車
販
売
竜
王
店
、
中
央
自
動

車
道
双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上

下
線
の
４
施
設
で
あ
る
。

充
電
設
備
設
置
に
要

す
る
経
費
と
国
・
県
の
補
助
制

度
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

設
置
費
用
は
、
３
６

０
万
円
か
ら
６
０
０
万
円
で
あ

る
。
補
助
制
度
は
、
国
の
次
世

代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備

促
進
事
業
で
、
機
器
購
入
費
の

３
分
の
２
、
設
置
工
事
は
定
額
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
内
に
セ
ル
フ
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
何
か
所
か
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

市
内
に
22
か
所
、
そ
の
う
ち
セ

ル
フ
は
７
か
所
で
あ
る
。

市
内
に
敷
設
さ
れ
て

い
る
帝
国
石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
対
応
は
。

中
央
自
動
車
道
の
側

道
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
業
者

が
24
時
間
体
制
で
遠
隔
監
視
を

行
い
、
週
３
回
か
ら
４
回
の
巡

回
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

年
齢
、
男
女
を
問
わ

ず
参
加
で
き
る
が
ど
う
か
。

体
育
協
会
や

自
治
会
体
育
事
業
の
補
助
金

を
継
続
す
る
な
ど
、
底
辺
の

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

竜
王
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

市
長
▼
一
般
利
用
が
で
き

 

る
運
営
体
制
に
は
な
っ
て

 

い
な
い
　

市
内
に
お
け
る
工
場

火
災
が
発
生
し
た
時

の
消
火
活
動
方
法
と

対
応
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
甲
斐

市
民
総
参
加
型
で
行

う
考
え
が
な
い
か

市
長
▼
消
防
署
で
現
場
確

認
、指
揮
を
執
り
、市
消
防

団
に
出
動
要
請
し
、
消
火

活
動
を
行
う

教
育
長
▼
会
場
の
確
保
な

ど
の
観
点
か
ら
、
現
在
は

実
施
の
考
え
は
な
い

市
長

市
長

市
長

市
長

教
育
部
長

市
長

市
長

市
長

清 

水

清 

水

清 

水

三 

浦
三 
浦

三 

浦

三 

浦
三 
浦

健康効果のあるボウリング

西八幡にある竜王保健福祉センター

一般質問

日本共産党甲斐市議団　松井豊 議員

中学３年生までの医療費無料化は窓口無料にすべきでは
市長▶医療保険制度の安定化を考慮し償還払いとした

以
前
か
ら
要
望
し

て
き
た
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
が
、
平
成
28

年
１
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
他
市
町

村
と
同
様
に
助
成
方
法
は
窓

口
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
重
度
心
身
障
が

い
者
医
療
費
助
成
の
窓
口
無

料
化
へ
の
す
み
や
か
な
移
行

も
評
価
で
き
る
が
、
13
〜
15

歳
が
還
付
方
式
で
残
っ
て
し

ま
う
の
で
検
討
す
べ
き

現
役
世
代
の
医
療
費

負
担
が
増
加
す
る
中
で
、
国
庫

負
担
金
の
減
額
、
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
の
た
め
、
償
還

払
い
と
し
た
。
ま
た
、
重
度
医

療
は
健
常
児
と
の
公
平
性
を
図

る
た
め
市
単
独
事
業
と
し
て
窓

口
無
料
化
を
実
施
す
る
が
、
中

学
生
の
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

医
療
保
険
制
度
改

正
法
が
成
立
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
１
７
０
０
億
円
、
29

年
度
か
ら
３
４
０
０
億
円
の

財
政
支
援
策
が
確
認
さ
れ

た
。
市
へ
の
措
置
額
と
そ
の

活
用
は
。

27
年
度
は
６
千
万
円

の
公
費
拡
充
を
見
込
ん
で
お
り
、

低
所
得
者
の
軽
減
拡
大
や
保
険

料
率
の
上
昇
抑
制
に
役
立
つ
も
の

と
考
え
て
い
る
。

同
規
模
の
南
ア
市
、

笛
吹
市
の
減
額
は
。
ま
た
、

職
員
定
数
４
５
０
人
は
南
ア

市
、
笛
吹
市
と
比
較
し
て
も

か
な
り
少
な
い
。
定
数
見
直

し
と
建
築
職
の
採
用
、
保
育

専
門
職
増
員
は
ど
う
か
。

南
ア
市
が
25
億
円
、

笛
吹
市
が
32
億
円
の
減
額
で
あ

る
。
ま
た
、
第
３
次
職
員
適
正

化
計
画
の
中
で
建
築
専
門
職
の

採
用
も
含
め
、
適
正
な
職
員
数

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

日本共産党甲斐市議団　樋泉明広 議員

農協・農政改革の影響は
市長　地域農協と農業者が力を合わせて有利販売等に取り組める▶

現
行
農
協
法
と
改

正
農
協
法
に
よ
る
市
内
農
協

へ
の
影
響
は
。

農
業
の
競
争
力
強

化
の
た
め
、Ｊ
Ａ
全
中
の
権
限

を
縮
小
し
、
地
域
農
業
の
自

由
な
経
済
活
動
と
農
業
生
産

力
の
増
進
や
農
業
者
の
所
得
向

上
を
目
的
と
す
る
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

農
業
委
員
の
公
選

制
廃
止
の
影
響
と
政
府
の
農

地
法
改
正
の
違
い
は

農
業
委
員
は
、
選

任
委
員
に
な
り
、
農
業
委
員

会
、
地
域
農
業
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
に
よ

る
農
地
所
得
は
、
農
地
法
の
規

定
す
る
要
件
を
満
た
し
た
農
業

生
産
法
人
と
し
た
場
合
に
限
り

認
め
ら
れ
る
。

構
造
改
革
政
治
に

よ
る
図
書
事
業
の
後
退
で
、

従
来
の
事
業
が
崩
さ
れ
て
い

る
。
市
の
前
年
度
比
で
平
成

26
年
度
は
２
２
０
万
円
資
料
費

が
減
額
。
資
料
費
の
減
額
と

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
。

平
成
26
年
度
の
竜

王
、
敷
島
、
双
葉
３
館
の
資
料

保
有
数
は
、
55
万
９
千
点
で
、

市
民
一
人
当
た
り
７
・
５
点
、

全
国
１
０
８
自
治
体
中
４
位
、

県
内
13
市
中
２
位
で
あ
る
。

年
間
を
通
し
て
安
全
安
心
で

親
切
な
施
設
管
理
に
努
め
る
。

市
立
図
書
館
の
司
書

制
度
構
築
と
非
常
勤
職
員
の

専
門
性
向
上
と
待
遇
改
善
は
。

正
職
員
８
名
、
臨

時
職
員
10
名
い
る
が
、
全
て

司
書
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
臨

時
職
員
の
専
門
性
向
上
は
、

各
種
の
研
修
会
、
学
習
会
で
知

識
の
向
上
に
取
り
組
み
、
臨
時

職
員
の
待
遇
に
も
努
め
て
い
る
。

市
長
▼
平
成
32
年
度
に
は

12
億
６
千
万
円
の
減
額
が

 

見
込
ま
れ
る

松 

井

松 

井

松 

井
市
長

市
長

市
長

教
育
長
▼
安
全
安
心
で
親

切
な
施
設
管
理
に
努
力

す
る

図
書
館
事
業
の
向
上
を

合
併
算
定
替
え
に
よ

る
普
通
交
付
税
の
減

額
は
ど
の
程
度
か

ＪＡ中巨摩東部の農産物直売所

安心して医療が受けられます

一般質問

市
長

教
育
長

教
育
長

市
長

樋 

泉

樋 

泉

樋 

泉

樋 

泉
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新政クラブ　赤澤厚 議員

広域消防行政の統合による一本化の考えは
市長　平成23年度に一本化を断念した▶

広
域
消
防
行
政
は

竜
王
、
敷
島
地
区
は
甲
府
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
、
双

葉
地
区
は
峡
北
広
域
行
政
事

務
組
合
と
な
っ
て
お
り
、
組

織
が
錯
綜
し
て
い
る
が
、
一

本
化
の
考
え
は
。

合
併
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
町
が
加
入
し
て
い
た
広
域
行

政
事
務
組
合
の
形
態
を
引
き

継
ぎ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
県
主
導
の
下
で
、

一
本
化
に
向
け
協
議
を
重
ね
て

き
た
が
、
給
与
水
準
や
職
員

及
び
機
械
設
備
の
充
足
率
等
の

格
差
な
ど
か
ら
協
議
が
整
わ
な

か
っ
た
。
当
面
は
、
市
民
生
活

に
支
障
の
な
い
よ
う
実
現
的
な

対
応
を
と
り
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。旧

敷
島
と
旧
双
葉

地
区
の
境
界
に
あ
る
自
治
会
へ

の
対
応
、
広
域
間
の
連
携
は
。

双
方
の
消
防
本

部
に
お
い
て
、
消
防
救
急
に
よ
る

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
境

界
付
近
で
の
火
災
や
救
急
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
双
方
の
消
防
本
部

が
出
動
す
る
体
制
と
な
っ
て
お

り
、
事
務
の
引
継
ぎ
や
出
動
経

費
な
ど
も
協
定
で
定
め
て
い
る
。

広
域
ご
み
処
理
に

つ
い
て
は
、
竜
王
地
区
は
中
巨

摩
地
区
広
域
事
務
組
合
、
敷

島
・
双
葉
地
区
は
峡
北
広
域
行

政
事
務
組
合
と
な
っ
て
い
る

が
、
統
合
に
よ
る
一
本
化
は
。

中
巨
摩
地
区
広
域
事

務
組
合
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
３
年
間
で
ご
み
焼
却
施
設
の

基
幹
部
分
の
改
良
整
備
を
実
施

し
て
お
り
、
15
年
間
の
延
命
化

が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
峡
北
広

域
行
政
事
務
組
合
に
お
い
て
も
、

新
た
な
施
設
建
設
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
構
成
市
と
し
て
枠
組

み
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
▼
約
15
年
先
ま
で
現

状
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る

広
域
ご
み
処
理
行
政
の

統
合
に
よ
る
一
本
化
は龍地にある韮崎消防署双葉分署

竜王地区の対話集会の様子

一般質問

市
長

市
長

総
務
部
長

赤 

澤
赤 

澤

赤 

澤

公明党　金丸幸司 議員

避難準備情報などの早期発令について
市長▶ 早い段階で危険地域の住民に避難準備情報を発表

土
砂
災
害
は
、
突

発
性
が
高
く
予
想
が
困
難
と

い
う
土
砂
災
害
の
特
徴
を
踏

ま
え
、
避
難
準
備
情
報
の
早

期
発
令
の
徹
底
が
重
要
と
考

え
る
が
。

早
期
発
令
に
つ
い
て

は
、
気
象
警
報
、
河
川
水
位
等

の
重
要
な
情
報
を
、
甲
府
地
方

気
象
台
、
河
川
管
理
者
等
と
相

互
に
情
報
を
交
換
し
、
避
難
を

要
す
る
状
況
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
早
い
段
階
で
危
険
地
域
の

住
民
に
避
難
勧
告
を
発
令
す
る

準
備
に
入
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

避
難
準
備
情
報
を
発
表
し
て
、

地
域
内
の
要
配
慮
者
な
ど
を
優

先
避
難
さ
せ
る
。
市
民
へ
の
伝

達
方
法
は
、
防
災
行
政
無
線
、

広
報
車
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
エ
リ

ア
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す
る
。

溜
池
の
改
修
は
。

現
在
、市

が
維
持
管
理
し
て
い
る
９
か
所
の

溜
池
の
う
ち
、
民
家
が
近
接
し
、

緊
急
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

竜
地
大
溜
池
、
大
久
保
溜
池
の

２
か
所
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
改

修
計
画
の
調
査
委
託
を
行
い
、

平
成
28
年
度
以
降
に
実
施
設
計

を
し
、
順
次
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

車
い
す
に
取
り
付
け

る
だ
け
で
、
不
整
地
で
の
車
い

す
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

車
い
す
の
補
助
装
置
が
あ
る

が
、
配
備
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

市
で
は
、
指
定

避
難
場
所
に
お
け
る
備
蓄
資
材

の
購
入
計
画
を
立
て
、
購
入
を

行
っ
て
お
り
、
車
い
す
の
補
助

装
置
、
前
輪
を
持
ち
上
げ
引

き
、
け
ん
引
す
る
補
助
装
置
に

つい
て
は
、
予
算
の
範
囲
の
中
で

購
入
を
し
て
い
く
。

創政甲斐クラブ　長谷部集 議員

地震以外を想定した防災訓練の実施は
市長▶医師によるトリアージ訓練等や福祉避難所の開設訓練を実施

地
域
環
境
や
異
常

気
象
に
よ
り
多
様
化
す
る
災
害

に
対
し
、
地
震
以
外
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
の
実
施
は
。

昨
年
は
孤
立
集
落

を
想
定
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
物
資
搬
送
、
重
傷
者
搬
送

訓
練
、
医
師
に
よ
る
ト
リ
ア
ー

ジ
訓
練
等
を
、
本
年
は
初
め
て

要
配
慮
者
対
策
と
し
て
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
を
対
象
と
し

た
福
祉
避
難
所
の
開
設
訓
練

を
実
施
し
た
。

特
殊
な
訓
練
は
課

題
や
反
省
点
を
踏
ま
え
、
繰
り

返
し
行
う
こ
と
が
大
切
で
は
。

ま
た
新
た
な
企
画
は
ど
う
か
。

避
難
所
開
設

訓
練
で
は
受
付
や
説
明
、
福
祉

避
難
所
で
は
要
支
援
者
の
搬
送

な
ど
多
く
の
課
題
と
反
省
が

あ
っ
た
。
本
年
10
月
に
は
県
共

催
で
大
規
模
防
災
訓
練
を
行

う
。
内
容
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

連
携
訓
練
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、

建
物
救
出
・
救
助
訓
練
等
。

災
害
対
策
基
本
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
避
難
行
動
要

支
援
者
支
援
制
度
の
改
正
点
は
。

災
害
時
要
援
護
者

支
援
制
度
」
は
「
避
難
行
動

要
支
援
者
支
援
制
度
」
と
名

称
が
改
め
ら
れ
た
。
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
乳
幼
児
等
、
特
に

配
慮
を
要
す
る
方
を
要
配
慮

者
と
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難

等
に
特
に
支
援
を
要
す
る
者
の

名
簿
作
成
が
義
務
化
さ
れ
た
。

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
取
り
扱
い
と
自
治
会
等

へ
の
情
報
提
供
は
。

本
人
や

家
族
の
希
望
に
よ
り
名
簿
へ
登

録
。
警
察
や
消
防
、
ま
た
地

元
の
自
治
会
長
、
防
災
委
員
、

民
生
委
員
に
情
報
提
供
し
て

い
る
。

障
が
い
者
や
高
齢
者
の

た
め
の
防
災
対
策
は

市
長
▼
避
難
行
動
要
支
援

 

者
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

 

対
応
す
る

　

新
た
な
避
難
行
動
要

支
援
者
支
制
度
と
は

市
長
▼
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
が
義
務
化

市
長

市
長

総
務
部
長

市
長

総
務
部
長

建
設
産
業
部
長

福
祉
健
康
部
長

金 

丸

金 

丸

金 

丸

長
谷
部

長
谷
部

長
谷
部

長
谷
部

ヘリコプターによる重傷者搬送訓練

補助装置を取り付けた車いす

一般質問

市民と議会の対話集会を開催しました市民と議会の対話集会を開催しました
　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な議会にしていくため、地域に飛び出し、
今年度で４年目となる『市民と議会の対話集会』を開催しました。
　当日は、議会のしくみや議会改革の活動内容を報告し、今回は「まちづくり」をテーマに市民の皆さまから意
見や提言などをお伺いしました。
　詳しい内容は、次号（議会だより４６号）の特集記事でお伝えします。

開 催 日  10月6日（火）
会　　 場  玉川西区公会堂

竜 王 地 区

  玉川西区、玉川東区、八幡新田1区、
   八幡新田2区、月林区地 区 名

開 催 日  10月24日（土）
会　　 場  吉沢ふれあい館

敷 島 地 区

  吉沢地区地 区 名
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防災訓練

　9月1日に市議会ホームページをリニューアルしました。
今回のリニューアルでは、ご覧になりたい情報にいち早く到達できるように、情報の分類化を図ったほか、市議会に
関する様々な情報をより分かりやすく提供するよう、トップページのデザインの見直しを行いました。
ぜひ市議会ホームページにアクセスしてください。

　市議会では、市議会災害対策本部設置規定及び市議
会災害対策本部対応マニュアルにより、昨年度に引き
続き、8月30日の市総合防災訓練に併せて、議会防災
訓練を行いました。
　当日は、本部長（議長）、副本部長（副議長）、本部員
（総務教育・厚生環境・建設経済の３常任委員長）による
市議会災害対策本部を設置して、その後、玉幡中学校
及び竜王保健福祉センターでの関係機関合同訓練の視
察を行いました。
　また、本部員以外の各議員については、各地区の一
次避難場所での避難訓練に参加して、参加人数や状況
を市議会本部へ報告する伝達訓練などを行いました。

市議会ホームページを
リニューアルしました

ホームページアドレスも変りました。

http://www.kai-shigikai.jp/http://www.kai-shigikai.jp/

ホームページ リニューアル

本部員による福祉避難所訓練視察の様子

議会を傍聴してみませんか！
平成27年 第4回定例会の日程（予定）

※ 日程等に変更がある場合もあります。

※お気軽にお越しください。（議場傍聴席定員51人）
◆本会議の中継をインターネットで配信しています。なお、録画中継について
　も配信していますので、ぜひご覧ください。
※傍聴に際し手話通訳が必要な方は、福祉課へお申し込みください。
（電話055-278-1691　FAX055-276-2113）

編
集
後
記

甲斐市議会で検索してください

ホームページアドレス
http://www.kai-shigikai.jp/http://www.kai-shigikai.jp/

詳しくは

検索甲斐市議会

　平
成
27
年
第
3
回
定
例
会
23
日
間
の
会
期
を

終
え
9
月
29
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　私
達
は
本
定
例
会
の
内
容
を
皆
さ
ま
に
、
よ

り
早
く
お
伝
え
す
べ
く
会
期
中
に
編
集
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　「ギ
カ
イ
」
と
い
う
と
何
か
堅
苦
し
い
感
じ
が

し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
ま
さ
に
口
角
泡
を
飛
ば
し
な
が

ら
作
り
上
げ
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　今
回
の
表
紙
は
秋
ら
し
く
、
お
祭
り
で
や
は
た

い
ぬ
君
と
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
可
愛
ら
し
い
園
児

の
皆
さ
ま
の
写
真
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
も
市
民
の
方
が
撮
影
し
た
も
の
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
表

紙
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
や
は
た
い
ぬ
君
も
登
場
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。

〔
滝
川
美
幸

　記
〕

締め切り
平成28年 1月 5日（火）
到着分まで

送付先
〒400-0192
甲斐市篠原2610番地
甲斐市議会事務局　庶務・議事係
Email　kai-gikai@city.kai.lg.jp

表紙写真を
募集しています！

の議会だより

あなたの撮った
カラー写真で
表紙を飾って
みませんか。

月 日（曜日） 時　間 内　容

12

10（木）

11（金）

14（月）

15（火）

16（水）

18（金）

午前10時～

午前10時～

午前9時30分～

午前9時30分～

午後3時～

午後1時30分～

本会議（初日）

本会議（一般質問）

厚生環境常任委員会

総務教育常任委員会

本会議（議案採決）

建設経済常任委員会

総合防災訓練 市議会災害対策本部を設置しました市議会災害対策本部を設置しました

甲斐市議会だよりNo.45 甲斐市議会だよりNo.4519 18



市民の 声

有

　料

　広

　告

＊＊＊引越しのお手伝い致します＊＊＊

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取致します

出張回収にも伺います！ お気軽にお電話ください。

不要品はございませんか？

甲斐市龍地88－1（年中無休）
☎0551－28－6262

http://kai-shokokai.jp/

　　 甲斐市篠原 2710-1
　　 TEL 055-276-2385甲斐市商工会

ビジネス学院のご案内11月以降の募集コース

お申込みに関するお問い合わせ

甲斐市商工会

一般市民の方もご参加できます
…あなたの会社が、感動企業に生まれ変わるため
　の取り組み
…クレーム対応セミナー
…事業承継セミナー
…ほぼ“コスト０円”で出来る！お客様との絆を
　深め業績を高める販促ツールの作り方

11/11

11/17
11/ 26
12/　9

議会広報常任委員会
委 員 長
副委員長
委 員

松 井　　　豊
金 丸 幸 司
滝 川 美 幸

委 員
委 員
委 員

五 味 武 彦
小 澤 重 則
斉 藤 芳 夫

発行日／平成27年 10 月 25 日
発行人／議長　有泉　庸一郎

発　行／甲斐市議会
編　集／議会広報常任委員会

〒400-0192 山梨県甲斐市篠原2610番地　TEL（055）278-1673

この有料広告に関する掲載基準や申込書などは、
市議会ＨＰに掲載しています。（1枠につき1回2万円）
ＨＰアドレス　http://www.kai -shigikai.jp/

古澤　みどり
〔龍地（藍色の街）〕

影山　正次
〔長塚〕

　自然豊かな甲斐市北部地域はもとより、交通手段のな

い年配者の日常的な買い物の困難さを訴える声は多い

です。注文すれば、何でも配達をしてもらえても、自分の目

で直接確かめて買い物ができることは、本当に嬉しく安

心なことと思います。

　最近では、自宅の庭先まで日用品から野菜、果物、刺

身やお弁当まで、軽自動車の移動スーパーが運んで、販

売に来てくれる地域もあるようです。需要を前もって調べ

て定期的に訪問してもらえば、ひきこもりがちな高齢者も

好きな物を購入できます。外に一歩出て、対話することが

介護予防にも、外からの見守りにも通じるかもしれませ

ん。もちろん、引き受け業者の問題もあるが、近隣の市の

事例も参考にして、できるところからでも実現できたら、買

い物便の悪い一人暮らしのお年寄りにとって、自立への

第一歩になるのではないかと思います。

　他にも病院やちょっとした用事を足すのに、バスの通ら

ない自宅近くからも、気軽に一定額で乗れる軽四タクシー

が導入できないでしょうか。町のいきいきサロンや温泉、ド

ラゴンパークの様な景観の良い所へも散歩に行けます。

高齢者が外に出て笑顔になり、少しでも健康寿命を延ば

すことのできるよう、安心で住みやすいモデル地区甲斐

市になれることを願っています。

　一般質問を傍聴する機会を得、少々感想を述べさせてい

ただきます。

　議員の最初の一般質問は演壇で行われますが、それは

発言通告の一部、僅か数分間だけであり、市長も最初の短

い質問に対し演壇で答弁されますが、再質問は議員席側に

ある演台で、市長や当局の答弁は自席で行われる事に少々

違和感を覚えました。

　国会や県議会また、甲府市議会でも本会議の質疑応答

は、演壇を中心に行われていた事によりますが、何よりも再質

問は当初の質問に対する答弁に不十分な点等に対しての

質問と思っていましたので、再質問という中で次々に新たな

事が質問されるのは初めて見る経験でした。

　本会議での議論は政策、施策の基本的、総括的な方向

性や取組姿勢について議員自身や会派の考えを述べ、そ

れに対して市長や委員会などが行政としての方針等を答え

るものと思っていましたので、一問一答方式とはいえ、委員

会質疑のような光景は、傍聴している者にとっては、解り安く

はありましたが、市長や議員の施策や事業に対する根幹の

考え方や思いが伝わってこないような気がしました。

　つたない感想を述べさせていただきましたが、甲斐市議

会が増々実りある豊かな街づくりが進みますようご期待申し

上げます。

高齢者が生活
しやすい町

議会傍聴記

議会傍聴記
影山にする


